
記入後にPDFファイルに変換して提出してください。青字の注釈は削除してください。
様式１
REBORN （廃棄サポート）申請書　　　　　　　　
	優先順位（複数申請する場合）
	



申請日：　　　　　年　　　月　　　日
	申請者所属・氏名
	○○研究院・○○　○○
	E-mail
	***@***.***




■本事業で廃棄・移設する既存設備・機器名（複数ある場合は、複数記入も可。本学オープンファシリティの登録機器については登録IDを付すこと）
	廃棄
or
移設
	設備・機器名
（メーカー名）
（登録ID）
	購入年度
	購入財源
	現在の設置場所
	移設の場合
新規設置場所

	
移設
	YYYYYY
(○○○○)
（○○○○）
	H27
	科研費基盤研究A
	○学部2号館2-110室
	○学部5号館B1-07


必要に応じて記入欄を増やしてください。

■廃棄・移設費用
	設備・機器名
（一括の場合は一括と記載）
	総額（千円）
（内、自己資金（千円））
	自己資金財源名称
	廃棄・移設時期

	YYYYYY
	1,500
(500)
	一般運営財源
	令和○年○月


必要に応じて記入欄を増やしてください。
全体２ページ以内で記載してください
＊設備が本学の管理であり、廃棄や移設が可能な設備であることを各部局事務に事前に確認してください。
■実施内容 
１．対象機器とその状態
廃棄または移設する設備機器について、現在の状態を記載してください。

2. 廃棄または移設の理由 
研究機器を廃棄または移設についてなぜ行うのかその必要性を記載してください。
（例）・新規共用設備導入のための廃棄や移設
・共用機器の集約のための移設（他機関からの移設等も含む）
・スペースの有効活用により研究の生産性を高めるための廃棄や移設
3. 廃棄または移設に伴う計画 （スケジュールおよび活用計画等）
廃棄や移設の手順や大まかなスケジュール、廃棄や移設によって生じるメリットや研究機器スペースの活用法について記載してください。
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